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連結業績予想値と実績値との差異ならびに特別損失の発生に関するお知らせ 

 

2019 年 2 月 12日に公表した 2019 年 3月期（2018年 4 月 1 日～2019 年 3月 31 日）の連結業績予想値と比較し

て、本日公表の実績値において差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

あわせて、特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

記 

１．2019年 3月期通期連結業績予想数値と実績値との差異 

（１）連結業績（2018年 4月 1日～2019年 3月 31日）  

                                       （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する当期純利益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ）  

１６，０００ 

 

△６０  

 

△１６０  

 

△２００  

円  銭 

△１９９.０４  

実  績（Ｂ） １６，０４４  △５８  △１４７  △３０６  △３０５.２５ 

増減額（Ｂ－Ａ） ４４ ２    １３    △１０６    ― 

増 減 率（％） ０．３ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2018年３月期） 

 

１４，６４９  

 

△８８ 

 

△５６  

 

△１４１ 

 

△１４１.１９ 

※平成 30 年 10 月 1 日付で普通株式 10 株につき 1 株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1 株当たり当期純利益を算定しております。 

 

差異が生じた理由 

     売上高は、受注が順調に推移したことにより、前回予想を上回り、利益面では、営業利益、経常利益は、前

回予想を上回りましたが、国内連結子会社において減損損失を計上したことにより、親会社株主に帰属する

当期純利益は、前回予想を大幅に下回ることとなりました。 

  

 

２．財務諸表の特別損失の計上について 

 国内子会社において、業績の進捗が当初計画を下回り、収益性の低下による減損の兆候が認められたこと

から、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、将来の回収可能性などを総合的に検討した結果、2019

年3月期の連結決算において110百万円の減損損失（株式会社ハイモールドの固定資産の減損損失）を特別

損失に計上することとなりました。 

以上 


